協議申請書と提出書類について
修正：2025.5.19
I. 土木工事の計画地が周知の埋蔵文化財包蔵地（遺跡）の範囲内である場合は『協議申請』が必要です。協議申請書に以下の書類を添付して伊達市教育委員会生涯学習課へご提出ください。

提出期限は工事着手の60日以上前です。（地盤改良・整地工事を行う場合はその60日以上前）

・着工予定日はいつですか？　協議申請書を早めに提出してください。
・土地改良工事、整地工事を行う予定はありますか？ 
・地盤改良を行う場合は『工法と工事深度』『開発面積に対する割合』を知らせてください。
・地盤調査の結果をもとにあらためて協議をおこなう場合があります。
＜必要書類＞
（盛土をする予定の有無と盛土の厚さ、浄化槽の有無もお知らせください。）

1 協議申請書（これは試掘調査申請書です）。
2 地権者の発掘調査承諾書。
3 開発する土地の位置図（開発地の位置を特定できる地図）。
4 開発する土地の範囲を示した公図。（白地図のままで。土地範囲の記入等は不要。）
5 開発する土地の地積測量図（※１）、または現況で境界杭・鋲の位置が確認できる図面。
6 設計図書（敷地内建物の配置図・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(かなばかりず),矩計図)・平面図・立面図）（原寸のもの）。（※１）
7 工事範囲が住宅地内の場合は上水道・下水道・ガス管等の配管図。
8 名刺または協議申請書を提出した会社・担当者の連絡先が分かるもの。

9 埋蔵文化財発掘の届け出（93条）（これは県に提出する着工許可申請書です）。
※１．⑤地積測量図、⑥設計図書が未作成であれば試掘調査終了までにご用意ください。

⑤、⑥は境界杭・鋲の位置が確認できる図面、基礎の深さがわかる図面で代用可能です。
図面をもとに県提出用図面を作成しますので、縮尺の分かる図面を添付してください。
⇒『埋蔵文化財発掘の届け出について』の注意事項・記入例を参照。

II. 協議申請書をご提出いただいたのち、生涯学習課で遺跡の保護を図るための試掘調査（小規模な試し掘り）を行います。試掘調査の費用は市が負担します。
不明な点があれば教育部生涯学習課にお問い合わせください。

